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院内委員会活動

院内感染対策委員会

1.はじめに
　院内感染対策委員会は、院内感染対策に関
する事項の決定機関としての役割を担ってい
ます。当院では院内感染（医療関連感染）を
防止し、地域の皆様に安心して治療・療養を
受けていただけるよう取り組んでいます。当
院の院内感染対策委員会の内容及び活動につ
いてご紹介します。

2.構成メンバー
委員長／岩元二郎
委　員／髙尾尊身、羽生守彦、白尾隆幸、山
口智代子、橋口みゆき、瀬古まゆみ、榎本親子、
山口さつき、上妻智子、園田満治、平園和美、
渡邊里美、桑原大輔、遠藤禎幸、小脇宏之、
中村彩乃、下江理沙（感染管理認定看護師）

3.活動内容
定例会の開催：毎月１回
1. 感染症管理状・細菌検査（インフルエンザ等）
のデータ報告
2. 法定届出感染症、針刺し・血液体液曝露報
告
3. マニュアルの新規作成、見直し。
4. 最新の耐性菌等に関する情報収集と分析
5. 院内感染予防と職員の教育活動
など、感染予防の徹底と的確な対応が取れる
体制づくりを委員会が中心となって進めてい
ます。
　当委員会では、患者様の安心と安全のため
に、そして医療の質の向上のために、これか
らも活動を続けます。

中央検査室　室長　遠藤　禎幸
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院内委員会活動

NST（栄養サポートチーム）委員会

栄養管理室室長／渡邊　里美
医師／田上寛容
看護師　2 階病棟／下園順子、日高亜登夢、
　　　　　　　　　上妻幸枝
3 西病棟／西川友美子、能野明美
3 東病棟／飯田ゆりえ、伊東正子
4 階病棟／山口さつき、春村美智子
薬剤師／渡辺祥馬
臨床検査技師／宮里浩一
理学療法士／末吉優紀乃
作業療法士／田上めぐみ
言語聴覚士／馬場優香
医事／福山龍巳
管理栄養士／渡邉里美

（H30.3.31 時点）

　当院では、さまざまな専門職がチームを組
み、入院患者様の 1 日も早い回復を目指して
活動してします。
主な活動内容は、①主治医やスタッフからの
依頼　② NST が抽出した低栄養リスク患者様

（SGA3 点以上、Alb2.9g/dl 以下など）に該当

栄養管理室　室長　渡邉　里美

する患者様を対象に、週 1 回のカンファレン
スと回診を実施。また、褥瘡対策委員会と月
1 回情報交換を行っています。
　今年は、これまで課題であった「業務負担
と委員会参加状況の改善」を含め、委員会活
動の改善と充実を図るために職員対象アン
ケート（回答者 149 名）を実施しました。
NST 活動に対するご意見等をたくさん頂くこ
とができ、各ご意見に対して NST 委員会のコ
メントと今後の活動についてまとめたものを
アンケート結果と併せて職員へ還元しました。
これらの結果をふまえ、今後の活動に役立て
ていきたいと思います。 

アンケート結果の一部
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院内委員会活動

緩和ケア委員会

委員長／岩坪　夕子
委  員／花園幸一、山口智代子、射場和枝、田中 
加奈、岩坪夕子、古石綾女、迫田かおり、濱尾
悦子、木藤洋子、小山田恵、瀬下歩、石崎勝彦、
加世田和博、田上めぐみ、松尾勇佑、大津留麻子、
田島拓実

　当院の緩和ケア委員会では、医師・看護師・
訪問看護師・薬剤師・栄養士・理学療法士・
作業療法士・ソーシャルワーカー・事務など
患者様を取り巻く医療スタッフ多職種で構成
されています。
　 緩和ケアは「病気の時期」や「治療の場所」
に問わず提供され、「苦痛 ( つらさ ) に焦点を
あてています。「つらさ」とともに病気に伴う
患者さんの生活の変化や気がかりに対応し、
いつでも、どこでも切れ目のない質の高い緩
和ケアを受けれるよう心がけています。現在
は、がん治療と同時に緩和ケアを行いがんと
診断された時からすぐに緩和ケアを開始し治
療・療養の段階や状況に応じてケアを選択し
ています。　患者様の状態に合わせて緩和ケ
アを行うことで、「生活の質の向上、がんの治
療効果も高まる。」と考えられています。
　毎週木曜日 13 時より委員会を行い、症例カ
ンファレンス・委員会の運営に関する話し合
いを設け、緩和ケア委員を中心に「生活のし
やすさの質問票」や「疼痛評価シート」活用し、
多職種で検討し緩和ケアを必要とする患者様
の外来や、在宅への円滑な移行を支援提供を
行っています。

　今年の目標として、周術期患者様・化学療
法の患者様への緩和ケアの提供や緩和ケア
チームによる回診など、がんリハのメンバー
とも協力をし活動範囲を広げていきたいと思
います。
　患者様・家族の思いに寄り添いながら、そ
の人らしい生活が送れるようにサポートでき
たらと考えています。ご気軽にご相談くださ
い。

3階西病棟　岩坪　夕子・古石　綾女
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院内委員会活動

化学療法委員会・化学療法室

医　師／花園幸一、肥後直倫 
薬剤師／谷純一　 
看護師／戸川英子、山之内信、美坂さとみ、
　　　　久田香澄、砂坂和美、小脇天美
作業療法士／酒井宣政、八嶋真、松尾勇佑　
MSW ／坂口健、加世田和博
医事課／上妻保幸

　当院は平成 28 年 4 月から、「地域がん診療
病院」としての指定を受けることができまし
た。「地域がん診療病院」とは二次医療圏にお
いて、専門的ながん医療の提供、相談支援や
情報提供などを行えると認められた施設です。
これにより当院のがん診療が一定の条件を満
たしていることが証明されました。鹿児島大
学病院と連携しつつ、がん診療において地域
医療の充実を図っています。
　がん化学療法（抗がん剤）は副作用の強い、
つらい治療というイメージでしたが、最近は
がん薬物療法の著しい進歩による治療率の向
上とともに、レジメン（抗がん等の組み合わせ）
や投与方法なども改良がなされ、副作用をコ
ントロールしやすくなりました。その為、自
宅で生活を送りながら、通院での治療が可能
になっています。化学療法委員会では、医師・
薬剤師・看護師・理学療法士・作業療法士・ソー
シャルワーカー・医療事務など、多職種で連
携を取り合い、患者さんに安心・安全な抗が
ん剤治療を受けて頂けるように努力していま
す。今後もがん患者さん、およびそのご家族
が当院で治療して良かった、と心から思って
いただけるように委員会活動を進めて参りま
す。

委員会の主な活動
・化学療法委員会（毎月第 4 火曜日）
　レジメン内容の検討、患者さん用パンフレッ
トの作成、化学療法室のスケジュール管理、
安全な投与管理対策などを行っています。

・化学療法症例カンファレンス（毎月第 2 火
曜日）
　抗がん剤を受ける患者さんの病状把握、抗
がん剤の内容や投与スケジュールの確認、副
作用対策についてなど抗がん剤に関する様々
な内容を検討します。各メディカルスタッフ
それぞれの専門的な立場から意見交換を行い、
患者さんを中心としたチーム医療を目指し、
取り組んでいます。
・化学療法ミーティング（毎週 8：45 ～ 9：
00）
　医師、薬剤師、看護師、ソーシャルワーカー
等、多職種のスタッフが外来化学療法室に集
まり、その日に実施される化学療法の注意点
や、副作用対策についてミーティングを行っ
ています。予測される有害事象や、その　予
防対策について話し合っています。院外薬局
からも薬剤師に参加していただき、患者さん
のサポートが幅広く行えるよう、取り組んで
います。
・化学療法勉強会
　院外から講師をお招きし、各種抗がん剤の
作用・副作用、チーム医療についてなど、様々
なテーマについて幅広く勉強会を行い、スキ
ルアップに務めています。

がん化学療法看護認定看護師　山之内　信

病
院
概
要

実
　
績

寄
　
稿

部
門
紹
介

院
内
委
員
会

関
連
施
設

活
動
紹
介

研
究
・
研
修

病
院
概
要

実
　
績

寄
　
稿

部
門
紹
介

院
内
委
員
会

関
連
施
設

活
動
紹
介

研
究
・
研
修

147



院内委員会活動

看護部教育委員会

委員長 / 戸川英子
委　員 / 
新人教育：榎本親子、安本由希子、矢野順子、
　　　　　迫田かおり、持田大樹　
勉強会担当：小川智浩、上妻智子
看護研究担当：羽嶋民子、小山田恵、平原景子

１．卒後３年目までの看護師育成の強化
①教育に関わるスタッフの教育体制作り
　昨年に引き続き年度初めに、各部署師長以
下、新人教育担当にオリエンテーションを開
催し、病棟における指導体制の確認を行った。
また、看護協会主催の新人看護師実施指導者
研修に 1 名参加し、新人集合研修の企画を担
当した。２・３年目合同の集合研修担当者は、
昨年度より継続した指導者が中心となり開催
は出来ていたが、他の委員が参加集合研修自
体に出来ず、アンケート結果からも研修の実
際を学ぶ機会が少なかったと思われ、今後の
課題とする。
②みんなで関わる新人看護師の育成
　昨年度に引き続き、卒後１年目と２．３年目
に分けて担当者で各々集合研修を開催し、卒
後１年目は計１８回、卒後２．３年目は計４回
集合研修を予定通り開催できた。チューター
を従来は卒後３年目としていたが、チューター
の負担が大きいとの意見から今年は臨床経験
5 年以上の中堅クラスを担当者とした。また、
担当を中途で変更したり、複数のチュータ―
で複数の新人指導を実施した部署もあり、柔
軟な対応が効果的であったとの意見が聞かれ
た。研修計画についてもエントランスでの掲
載や研修計画書の配布を行っているが、チュー
ター会や年度末の指導者のアンケート結果か
ら、部署間で差があり、新人教育に対するス
タッフの理解不足の意見も聞かれた。上記を
踏まえて次年度の計画を修正していく予定で
ある。
③新人看護師研修計画の評価、フィードバック 
　集合研修の内容や気づいた点、チューター

会での意見などはその都度、師長クラスへ報
告し、情報共有を行うともに、研修毎のアン
ケート実施評価し、研修の修正を行うことが
できた。
２．充実した内容の看護研究ができ、院外で
の発表ができる 。
①看護研究者、指導者への教育の充実
　今年は、「看護研究のすすめかた」を刷新し、
説明会は開催出来なかったが、資料の配布と
エントランスへ掲載し常時閲覧できる体制を
整備した。また、院内看護研究発表会では、
髙尾病院長による教育講演会を開催し、看護
研究の目的を再考する機会とした。
③院外発表を行い、質の向上を図る。
　今年度は昨年に引き続き、鹿児島県保健看
護学会で 2 演題を発表することが出来た。　
院内プレ発表会を経て本番との流れもできて
きたので、今後も継続して行くことで看護部
全体の質の向上と職員のスキルアップへつな
げていきたい。
３．専門性や自主性を意識した参加となるよ
うな勉強会が開催できる。
　アンケート実施は出来なかったが、教育委
員で検討し、看護部主催の勉強会は１０回、
伝達講習会は５回開催できた。看護部主催以
外の勉強会も計画され、臨時の勉強会が多い
１年であったが、全体研修も含めての研修会
参加率は３０．３％（+3.3）であり、新人看
護師や病棟管理者の積極的な参加が見られた。
部署毎の勉強会は継続されており、病棟看護
師が講師となり勉強会を開催したり、急変時
の対応のデモスト等々開催出来ている。今後
も益になると感じる研修会の開催を企画し、
看護の質の向上に努めて行きたい。
　最後に本年度も新人研修に関わってくだ
さってた方々、勉強会の講師を快く引き受け
て下さった方々、看護部の育成に関わって下
さったすべての方にこの場を借りて感謝を申
し上げたいと思います。次年度も宜しくお願
い致します。

看護部長　戸川　英子
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クリニカルパス委員会

委員長 / 日髙靖浩
委　員 / 日高靖浩、西川正樹、久保園雄一、
　　　　田上義生、中脇妙子、牛野文泰、
　　　　小川智浩、持田大樹、山口純平、西愛美、

松尾勇佑　谷純一、渡辺里美

　平成 29 年度のフレキシブルパスの実績は
入院患者 3641 名に対し 840 例のパスを適用。
パス使用率は 20.5％　
　それぞれの診療科で 54 種のパスがあるが実
際に使用されたパスは前年度と同様 40 種程度
となった。診療科別・パス別の集計は表のと
おりである。
　入院患者総数の増加によりパス適用率が減
少しており、理由としては心不全や肺炎、尿
路感染症といった慢性疾患患者が増加し、手
術や検査適応の入院患者がやや減ったことが
考えられる。昨年度は肺炎診療のガイドライ
ンも一新され治療方針が明確となったため、
肺炎クリニカルパスの作成を試みたが、治療
のアルゴリズムと DPC 上の日数と点数はそう

簡単に相関するものではなく、さらに BOM
（Basic Outcom Master）を使用して、アウト
カム志向にフレキシブルにパス作成すること
はかなり複雑で困難で作成は中途半端となっ
てしまっている。今後の作成にあたってはソ
フトウェアサービスに協力を得て、より進ん
で電子パスを利用している病院への見学やク
リニカルパス学会への参加等で知識と情報を
得なければ実際に使用できるパスとはならな
いであろう。
　その他、心不全や尿路感染症といった慢性
疾患、高齢者に多い圧迫骨折などのパスを作
成できれば適用率は大幅に上がるものと推測
される。
　次年度からはパス委員会に花園医師も参加
して下さるようになり、停滞気味であった委
員会活動もより積極的な方向へ転換し、9 月
にはパス大会を行うことを目標と掲げた。
　クリニカルパスが職員に周知でき、病院経
営と医療安全に貢献できるよう委員会みんな
で頑張っていきたい。

看護主任　日髙　靖浩
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院内委員会活動

クリニカルパス委員会
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リスクマネージメント委員会

委員長／髙尾尊身
委　員／山口智代子、摺木伸隆、白尾隆幸、能

野清隆、濱添信人、渡辺祥馬、渡邉里
美、西川正樹、遠藤友加里、細山田重
樹、田上義生、久保園雄一、美坂さとみ、
日高靖浩、小川智浩、丸野嘉行、牛野
文泰、羽嶋民子、戸川英子

　リスクマネージメント委員会は、各部署の
リリスクマネージメント委員会は、各部署の
リスクマネージャーによる本院における医療
安全管理対策の実務的検討、情報共有、院内
の医療安全管理対策の推進を行っている。
○平成２９年度の取り組み
・毎月の定例会開催〈１２回〉　臨時開催はな
し。

・インシデント発生状況の把握と警鐘案件の検
討
・医療安全管理者養成研修受講者による勉強会
開催
・医療安全研修会の司会進行
・指さし声出し確認の唱和と各部署での実践
・医療安全管理委員会への改善策の提言

○インシデントレポートより　
インシデント報告は前年度より４１件増加し
た。インシデントアクシデントレベルでは、
年々アクシデント件数は減少しており、患者
影響レベルゼロは増加している。医療安全推
進の取り組みの成果と評価している。
概要では、療養上の世話は年々増加しており、
大半は転倒転落であった。引き続き受傷レベ
ルの低減への取り組みが課題である。

医療安全管理者　看護部長　戸川　英子
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院内委員会活動

医療安全管理委員会

委員長／髙尾尊身
委　員／羽生守彦、山口智代子、花園幸一、摺

木伸隆、白尾隆幸、西川正樹、田上春
雄、早川亜津子、遠藤禎幸、細山田重
樹、渡辺祥馬、石崎勝彦、久保園雄一、
濱田純一、戸川英子

平成２９年度の取り組み

①医療安全管理委員会開催
　毎月１回の定例会開催と院内ラウンドを実
施できた。臨時開催はなし。

②医療安全研修会開催状況
　新入職員全体研修会（１回）
　全体研修会（９回）
　全職員向けの研修会開催は昨年度の反省を
踏まえ、広報を強化し、予定通り合計 9 回開
催した。昨年未参加であった職員の参加がみ
られ、年３回以上の参加率は 70.2％ ( 昨年度
比較 +10.2％ ) であった。

③手順の改定及び承認は以下の通り。
　・医療安全管理マニュアルの見直し
　・無断離院発生時の手順の見直と承認
　・離床訓練時の離床評価フローチャート移
　　乗チャートの承認
　・外来患者呼び入れ時の確認方法の変更と
　　掲示ポスター刷新
　・内視鏡検査の治療と看護ガイドラインの
　　承認
　・消灯前の全館放送の運用開始
　・夜間帯における通用口の統一と防犯扉の
　　導入
　・針刺し事故発生手順の修正案の承認
　・転倒転落発生時のフローシートの見直し
　　案の承認

　・グッドジョブ賞設置と表彰者の検討
　・外来夜間内服取り扱いマニュアル修正案
　　の承認
　・緊急応援要請のフロー見直しと承認
　・経鼻栄養チューブ留置時の確認手順の見
　　直しと承認
　・MRI 入室マニュアルの見直しと承認

④医療安全推進啓蒙活動の実践
　・第２回医療安全推進に関する標語の募集
　　と表彰
　・グッドジョブ賞の設置と選考
　・皆さまの声、ハッピーボックス等の意見
　　のフィードバックの充実
　
研修会開催、システムや手順の見直し、イベ
ントの開催等を行いながら、医療安全推進活
動を医療安全管理委員が協働して取り組んだ
１年であった。今後も患者家族そして職員に
対しても安全で安心な医療体制の構築に邁進
していきたい。

医療安全管理者　看護部長　戸川　英子
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接遇推進委員会

委員長／山口一江
書　記／井上史央里
委　員／山口智代子、渡瀬幸子、野元かおり、

白尾雪子、山内良子、馬場優香、遠藤
友加里、瀬下　歩、奥村洋子、橋本さ
おり、真田由香利、上妻てるみ

平成29年度年間目標
1.　患者様への気配り、言葉使い
2.　清潔感のある身だしなみを心がける

　院内接遇員は 14 名で活動しています。
　月間目標を決め各部署に配布し自己チェッ
クを行い年に 6 回（隔月）の会議で改善点や
良かった点を話し合います。
　又、外来、入院を含め患者様やそのご家族
様から院内に設置されたご意見箱に頂くご意
見を真摯に受け止め、接遇向上する様改善策
を話し合っています。時には改善したことに
よりお礼の手紙を頂く事があります。
　平成 29 年度は外来患者様を対象に接遇のア
ンケートを実施致しました。
　厳しいご意見も頂き更なる努力の必要性を
実感いたしました。
　今後も患者様が安心して治療を受けていた
だけるよう院内スタッフと共に接遇の向上に
努めてまいります。

透析室　看護師　山口　一江

院内委員会活動病
院
概
要

実
　
績

寄
　
稿

部
門
紹
介

院
内
委
員
会

関
連
施
設

活
動
紹
介

研
究
・
研
修

病
院
概
要

実
　
績

寄
　
稿

部
門
紹
介

院
内
委
員
会

関
連
施
設

活
動
紹
介

研
究
・
研
修

153



院内委員会活動

看護部記録委員会

委員長／丸野嘉行
委　員／
2 階病棟：丸野嘉行・能野信枝
3 階西病棟：濱川恵子・後迫究
3 階東病棟：中山君代
4 階病棟：亀田千夏
外来：柳希望
透析室：中原美智子

　看護部記録委員会は、適正な院内看護記録
の作成、質の向上を目的として活動をおこなっ
ている。

活動目標
　看護記録の定期的な点検を行い、院内看護
記録マニュアルに沿った看護記録の作成がで
きる

活動内容
1）看護記録の定期点検を実施し、正しい記載
ができているかを話し合い、病棟へのフィー
ドバックをおこなう。
2）看護記録の監査を実施し、マニュアルをも
とにした整合性を評価する
3）看護記録マニュアル・標準看護計画のマス
ターの見直し・修正を行い、看護記録の質の
確保に役立てる。
4）看護記録の簡便化を図る

　看護記録は患者様に実施された、医療・看
護を文章化したものです。当院では電子カル
テを用いて看護記録の作成を行っています。
　「看護」の内容や量は目に見えにくいもので
す。病院に来られた患者様にどのような看護
が提供されたかを、保存することで、継続治
療に役立てることができます。また医療や看
護は日々進歩しています。適正な看護が提供
されているかどうかを確認するためにも重要

なものとして考えられています。
　記録委員会では種子島医療センターの、看
護の質向上のために、看護記録の内容の充実
をめざして活動しています。

看護主任　丸野　嘉行
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褥瘡対策委員会

専任医師／猿渡邦彦
委  員／
看護師：戸川英子、大谷清美、橋口みゆき
　　　　瀬古まゆみ、榎本親子、牛野文泰
栄養士：渡邊里美
薬剤師：渡辺祥馬
医　事：石原小百合
理学療法士：大坪正拓

H29年度　目標評価及び活動報告

①統一された褥瘡の正しい評価が出来る
・正しく計測できているか、現場の確認を行っ
ていく
　スタッフにより計測日に処置担当となる機
会が違うため、全てが正確にとはできていな
い。特にポケット計測にバラつきがあり、比
較評価し難い場合がある。少しずつ正しく計
測できるスタッフが増えてきているので、褥
瘡委員による指導・確認を続けていく。

②バスタオル 0 を目指す 
・褥瘡回診時、バスタオルチェックを行う
　褥瘡予防の取り組みとして目標に掲げた。
褥瘡委員回診が少なく、チェックを行う機会
があまりなかった。４階・３東はほぼ 0 になっ
た。２階・3 西は人工呼吸器装着の患者に使
用しがちではあるが、全体的には極わずかと
なっている。２階では術後ベッド作成時にルー
チンとして使用していたが、手術室に確認し
たところ不要との返答あり今後は使用しない
ことになった。   
・横シーツ使用を限定する。主任会で基準を作
成する。
　横シーツ使用の基準は検討中。オムツの患
者に使用しているが、使用数は少なくなって
いる。 
　以上、予防と継続観察について取り組みを

行った。持ち込み褥瘡は平均 7 件 / 月、院内
発生も平均５件 / 月となっている。院内発生
件数を減らせるような取組みを継続していく。

H30年度目標
①院内発生２人 / 月以下を目指す
　・委員会で院内発生患者の人数を報告
　・クッションの使用方法（ポジショニング）
　　について研修会を開く
②横シーツ・バスタオル 0 運動継続
　・スライディングシートの普及
　・ラウンド時の声掛け

専任医師　猿渡　邦彦
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院内委員会活動

医療ガス・設備安全管理委員会

委員長／芝英樹
委　員／髙尾尊身、羽生守彦、高山千史、戸川
　　　　英子、石崎勝彦、大谷常樹、園田満治、
　　　　橋口みゆき、瀬古まゆみ、榎本親子、　
　　　　山口さつき、細山田重樹

平成２９年度活動と評価
　診療に用いる医療ガスの安全供給、設備の
安全使用を目的とした委員会で設置が義務化
されています。点検実施は各病棟、臨床工学
技士（以下ＭＥ）、メーカーで行い特にＭＥは
医療ガスシステム、配管全般の管理と運営、
点検・修理の対応を行う重要な位置にありま
す。

当院使用医療ガスと供給方式
・酸素
　屋外設置で液体酸素タンクシステムで制御、
供給しタンク容量は 10 ｔと離島を考慮し大き
目のものを使用しています。
・窒素
　医療ガス室内設置でボンベ方式による集合
装置で供給しています。

・圧縮空気
　医療ガス室内装置で圧縮空気製造供給シス
テム２台で供給しています。
・笑気
　医療ガス室内設置でボンベ方式による集合
装置で供給しています。

当院完備の医療ガス関連設備
・吸引圧
　医療ガス室内設置で吸引作成供給装置シス
テム２台で供給しています。
・各種ガスアウトレット（ガス末端出口）
　各病室、手術室、外来、レントゲン室、内
視鏡室、透析室、リハビリなどで全 190 個設
置しています。
・シャットオフバルブ
　院内ガス配管内分岐部に 19 カ所設置してい
ます。

臨床工学室　室長　芝　英樹

点検スケジュール作成し各担当を配置、実施する。異常時の点検、修理はＭＥが対応。
結果は修理、交換を要したのは全体（医療ガス設備を対象）の 10％を占め、備品交換で対応しています。
今年度も医療ガスの供給、使用に問題なく安全な環境で使用できています。
スタッフ勉強会開催
業者のサツマ酸素へ講師依頼し、医療用ボンベの正しい使用法をテーマに勉強会を開催し看護師、看護助
手、コメディカル等多数の参加者がありました。
今後も委員会メンバーを中心に医療ガス関連の情報提供、事故防止に努めたいと思います。

点検内容
点検分類 点　検　項　目 内　　容 実　施　者

日常点検
液化酸素システム 酸素残量、圧力など ＭＥ
医療ガス室内装置 各装置の稼働点検 ＭＥ
各部署アウトレット 破損、エア洩れ 各部署看護師

定期点検
液化酸素システム 業者依頼 業者
医療ガス室内装置 メーカーマニュアル参照 ＭＥ
全アウトレット 圧力測定、円滑性、破損 ＭＥ
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レクリエーション委員会

委員長／福山龍巳
委　員／吉内剛、瀬下歩、上野瞬、上妻友紀、
　　　　渡辺祥馬、亀田千夏

レクリエーション内容
    H29.7.29　BBQ
　 H29.12.29　忘年会

　当院の院内行事、レクリエーションの運営
管理を主体としている当委員会では、毎年夏
に BBQ、冬に忘年会等をメインとして活動し
ています。
　7 月に花里浜公園にて病院 BBQ 大会を開催
しました。約 70 名の参加があり、種子島の熱
い太陽の下でおいしいお肉を食べ、お酒を飲
み。夏だから肉を食べるのか？肉を食べるか
ら夏なのか？参加者の満足げなその顔は、沈
む夕日よりも輝いていました。

　12 月に行われた種子島医療センターのビッ
クイベント「大忘年会」今年もまるで満漢全
席の料理の中、毎年恒例の仮装大賞が行われ
ました。次々と会場を沸かす演技が繰り広げ
られる中、優勝したのはなんと今年入職した
ばかりのルーキーでした。
　たった一人で舞台に立ち、その歌声で会場
を一つにしました。例年通り抽選会も行い、
大盛り上がりで今年を締め上げました。
　来年度は院内旅行やスポーツ大会なども計
画しているので、職員どうしの親睦を深め楽
しく明るい病院となるように努めていきます。

医事課　福山　龍巳
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